
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 
 キャベツの安定生産に対する堆肥の連用効果を明らかにするため、造成畑（黒ボク土）を利用して昭
和57年からの10年間に堆肥連用の有無別に春どりキャベツを栽培した。堆肥の連用は作土における
可給態窒素を増加させることから、平成４年からの10年間は、堆肥連用の有無に、基肥と追肥を合わ
せた化成肥料の施用量を窒素30kg／10ａ（化成標準）と、窒素20kg／10ａ（化成減量）を組み合せ、春
どりキャベツの生育及び土壌の化学性に与える影響を検討する。 
 
［成果内容］ 
１．堆肥を連用し、化成標準を施用すると、結球初期のキャベツ外葉は大きくなり、結球も進む（図１）。
２．堆肥を連用すると、化成標準及び化成減量とも、結球重量が大きくなる。この傾向は収穫始期が遅
れる年に顕著となる（図３）。 
３．堆肥を連用すると、収穫始期が早まる年には化成減量のほうが、結球が遅れるために結球重量が
大きくなる（図３）。 
４．堆肥を連用すると、土壌中の腐植、全窒素、可給態窒素、可給態リン酸、交換性石灰、交換性加里
含量及びCECが高くなり（図２、図４、図５）、このような土壌養分の富化がキャベツの生育に影響する。
 
［成果の活用面・留意点］ 
１．春どりキャベツの場合、年内の生育が進み、早期に結球すると収量や耐寒性が低下する特性があ
るので、堆肥の連用による土壌の窒素富化に応じて、施肥窒素量を減らす必要がある。 
２．牛ふん、豚ふん、鶏ふんなどを主原料とする堆肥は、稲わら堆肥に比べ、窒素などの含有率が高
いので、キャベツの生育に対する影響が大きい。 
３．堆肥を連用すると、土壌中の交換性加里が蓄積するので、土壌診断を励行し、適正値を維持する。
 
［普及対象地域］  県下全域 
 
［行政上の措置］ 
 
［普及状況］ 
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［要約］  
 稲わら堆肥（以下、堆肥）の連用によって、春どりキャベツの初期生育が進み、結球重量が
大きくなる。この傾向は、収穫始期が遅い年に顕著となる。しかし、収穫始期が早い年には、
化成肥料を減らしたほうが結球重量が大きくなる。
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